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平 成 24（ ワ ）第 328 号 、 平成 25 年 （ ワ ） 第 59 号  運 転 差 止 請 求 事 件  

原 告  北 野 進  外 124 名  

被 告  北 陸 電 力 株 式 会 社  

 

第 4 5 準 備 書 面 

（ 世 論 と 「 社 会 通 念 」 の 動 向 そ の ２ ）  

 

平 成 27 年 7 月 24 日  

金 沢 地 方 裁判 所 民 事 部 合 議 B１ 係  御 中  

 

原 告 ら 訴 訟代 理 人          

弁 護 士   岩  淵   正  明  外  

 

第 １  は じ め に  

原 子 力 発 電所（ 以 下「 原 発 」と い う 。）に 関 す る 世 論 状 況 に つ い て は 、

す で に 第 ８ 準 備 書 面 で と り あ げ た と こ ろ で あ る 。 そ の 中 で 原 告 ら は 、

福 島 原 発 事 故 後 か ら ２ ０ １ ２ 年 ま で の 各 種 世 論 調 査 の 結 果 に 基 づ き 、

原 発 の 安 全 性 に つ い て 国 民 が 大 い な る 不 信 を 持 っ て い る こ と 、 即 時 又

は 将 来 的 に 原 発 を 廃 止 す る 方 針 を 国 民 の ８ 割 以 上 が 支 持 し て い る こ と 、

そ の た め に は 節 電 の 継 続 や 生 活 水 準 の 低 下 、 電 気 料 金 の 値 上 が り に つ

い て も 国 民に 受 け 入 れ る 覚 悟 が あ るこ と を 主 張 した 。  

そ の 後 、 ２ ０ １ ３ 年 以 降 も 各 種 の 世 論 調 査 は 実 施 さ れ て い る こ と か

ら 、 そ れ ら の 内 容 を 分 析 し た と こ ろ 、 現 在 も 即 時 又 は 将 来 的 に 原 発 を

廃 止 す る 脱 原 発 の 方 針 を 支 持 す る 国 民 が 大 多 数 を 占 め て い る こ と 、 な

く さ な い ま で も こ れ ま で よ り も 原 発 を 減 ら す 減 原 発 を 含 め る と 国 民 の
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９割 を 超 え る 支 持 が 集 ま っ て い る こ と が 判 明 し た 。 こ の 結 果 は 、 脱 ・

減 原 発 を 支 持 す る 国 民 の 意 思 が 、 も は や 一 過 性 の も の で は な く 、 社 会

通 念 な い し 社 会 観 念 と し て 定 着 し た こ と を 示 し て い る 。 裁 判 所 に お い

て は 、 こ れ ら 新 し く 定 着 し た 社 会 通 念 な い し 社 会 観 念 を 前 提 と し た 判

断 を 行 わ なけ れ ば な ら な い 。  

こ の 他 、 新 た な 規 制 基 準 に 基 づ く 原 発 再 稼 働 に つ い て も 国 民 の 多 数

が 反 対 し て お り 、 現 行 の 安 全 管 理 体 制 自 体 に つ い て 国 民 か ら 全 く 信 頼

さ れ て い な い こ と も 明 ら か に な っ た 。 こ れ か ら の 裁 判 所 は 、 国 や 電 力

会 社 の 安 全 対 策 に つ い て 国 民 の 支 持 が 全 く 得 ら れ て い な い こ と を 前 提

に 、 原 発 の安 全 性 を 判 断 す る こ と が 求 め ら れ て いる 。  

以 下 に 詳 述す る 。  

 

第 ２  ２ ０ １ ３ 年 以 降 の 世 論 の 状 況  

福 島 原 発 事 故 前 に は 内 閣 府 の よ る 原 子 力 に 関 す る 世 論 調 査 が 毎 年 の

よ う に 実 施 さ れ て い た も の の 、 福 島 原 発 事 故 後 は 、 既 に ４ 年 以 上 が 経

過 し た 現 在 に 至 っ て も 、政 府 に よ る 世 論 調 査 は 未 だ 実 施 さ れ て い な い。

し か し 、 各 新 聞 社 が 実 施 し た も の や 、 多 数 の 新 聞 社 が 加 盟 す る 日 本 世

論 調 査 会 や NHK を 初 め と す るテ レ ビ 局 が 実 施 し た 世 論 調 査 の 結 果 が

公 表 さ れ てい る 。 こ れ ら を 整 理 し たも の が 別 紙 一覧 表 で あ る 。  

こ れ ら 世 論 調 査 の 結 果 か ら 読 み 取 れ る 事 項 に つ い て 、 以 下 に 検 討 す

る 。  

１  脱 原 発の 高 ま り  

原 発 を 減 ら す だ け に 留 ま ら ず 、即 時 ま た は 将 来 的 に 原 発 を「 や め る 」、

す な わ ち 脱 原 発 に 国 民 の 多 く の 支 持 が 集 ま っ て い る こ と が 読 み 取 れ る 。

具 体 的 に は次の と お り で あ る 。  

 【朝日 新聞】  
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①２ ０ １ ３／０ ３  

（ 原 発 政 策に つ い て ）  

廃 止   ： 71% 

や め な い：18% 

    ②２ ０ １ ４／０ ３  

    （ 原 発 政 策 に つ い て ）  

廃 止   ： 77% 

      や め な い：14% 

    ③２ ０ １５／０５  

    （ 原 発 政 策 に つ い て ）  

廃 止   ： 72% 

や め な い：23% 

【北 陸 中 日 新 聞】  

①２ ０ １ ３／０ ２  

（ 原 発 政 策に つ い て ）  

廃 止   ： 68.6% 

や め な い： 29.3% 

②２ ０ １ ４／０ ４  

（ 原 発 政 策に つ い て ）  

廃 止   ： 72% 

や め な い：26% 

③２ ０ １ ４／０５  

（ 原 発 政 策に つ い て ）  

廃 止     ： 84.3% 

や め な い： 12.7% 

【毎 日 新 聞】  
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①２ ０ １ ３／１ ０／３ ０～１ ２ 月 中旬  

（ 原 発 政 策に つ い て ）  

廃 止   ： 83% 

や め な い： 9% 

   【TBS】  

①２ ０ １ ４／０ ２  

（ 原 発 政 策に つ い て ）  

廃 止   ： 67% 

や め な い：32% 

②２ ０ １５／０５  

（ 原 発 政 策に つ い て ）  

廃 止   ： 64% 

や め な い：35% 

   【FNN】  

①２ ０ １ ３／０７  

（参院選で投票す る候補者の 原 発 に対 す る 政 策 ）  

廃 止   ： 68.7% 

や め な い：11.3% 

②２ ０ １ ４／１ ２  

（衆院選で投票す る候補者の 原 発 に対 す る 政 策 ）  

廃 止   ： 74.6％  

や め な い：13.1% 

 

上記の 調 査 結 果 よ り 、 即 時 又 は 将 来 的 に 全 て の 原 発 を 廃 止 す る 脱 原

発 を 支 持 する 国 民 の 割 合 が 、７割 か ら ８ 割 に 上 って い る こ と が 分 か る 。 

ま た 、２０ １ ２ 年 ま で の 世 論 調 査 で は朝日 新 聞や TBS の 実 施 し た 世
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論 調 査 に お い て 脱 原 発 の 支 持 者が 多 い傾向 に あ っ た と こ ろ 、今回の 調

査 に お い て は 、 北 陸 中 日 新 聞 や 毎 日 新 聞 の 世 論 調 査 に お い て ８ 割 を 超

え る 支 持 を集 め て い るほか 、FNN の 世 論 調 査 に おい て も７割 を 超 え る

支 持 を 集 め て い る 。 こ の こ と は 、 考え 方 や 思 想の 違い に か か わ ら ず 、

幅広く 国 民全 体 に お い て 、脱 原 発 が 支 持 さ れ て い る こ と を 示 し て い る。 

し た が っ て 、 廃 止 時期に つ い て の 違い は あ る も の の 、 将 来 的 に 原 発

を や め る こ と に つ い て は 、 も は や 国 民 全 体 の共通認識と し て 定 着 し て

い る こ と が明 ら か で あ る 。  

 

２  脱 ・ 減原 発 の 意見が圧倒的 多 数を 占 め る  

現段階で は 即 時 又 は 将 来 的 に 全 て の 原 発 を 廃 止 す る 脱 原 発 の 判 断 ま

で は で き な い に し て も 、少な く と も 現 在設置 さ れ て い る 原 発 の 数 を 減

ら すべき と い う 減 原 発 の 選択肢も 含 め た場合 、 脱 ・ 減 原 発 に 対 す る 国

民 の 支 持 は圧倒的 多 数 を 占 め 、 調 査 に よ っ て は９ 割 を 超 え る 支 持 を 集

め て い る 。  

具 体 的 に は次の と お り で あ る 。  

【北 陸 中 日新 聞】  

①２ ０ １ ３／０ ２  

（ 原 発 政 策に つ い て ）  

脱 原 発 ・ 減原 発：92.7% 

維持 ・増加  ：5.2% 

    ②２ ０ １ ４／０ ４  

    （ 原 発 政 策 に つ い て ）  

脱 原 発 ・ 減原 発：89% 

維持 ･増加    ：9% 

【科学（ 岩波書店出版発 行 の雑誌）】  
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①２ ０ １ ３／０ ３  

（ 原 発 政 策に つ い て ）  

脱 原 発 ・ 減原 発：84.8% 

維持 ・増加  ：14.2% 

②２ ０ １ ３／０ ８  

（ 原 発 政 策に つ い て ）  

脱 原 発 ・ 減原 発：83.3% 

維持 ・増加  ：15.2% 

【FNN】  

①２ ０ １ ３／０ ３  

（ 原 発 政 策に つ い て ）  

脱 原 発 ・ 減原 発：72.8% 

維持 ・増加  ：25.5% 

②２ ０ １ ４／０６  

（ 原 発 政 策に つ い て ）  

脱 原 発 ・ 減原 発：71.3% 

維持 ･増加    ：26.1% 

③２ ０ １ ４／０７  

（ 原 発 政 策に つ い て ）  

脱 原 発 ・ 減原 発：69.8% 

維持 ・増加  ：29% 

【TBS】  

①２ ０ １ ４／０ ２  

（ 原 発 政 策に つ い て ）  

脱 原 発 ・ 減原 発：94% 

維持 ･増加    ：5% 
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    ②２ ０ １５／０５  

    （ 原 発 政 策 に つ い て ）  

脱 原 発 ・ 減 原 発：95% 

      維持 ・増加   ：4% 

【NHK】  

①２ ０ １ ３／０ ３  

（ 原 発 政 策に つ い て ）  

脱 原 発 ・ 減原 発： 68.1% 

維持 ･増加    ： 27% 

     ②２ ０ １ ３／１ １／３ ０～１ ２／０ ８  

     （ 原 発 政 策 に つ い て ）  

脱 原 発 ・ 減原 発： 76.2% 

維持 ・増加  ： 22.9% 

③２ ０ １ ４／１ １  

（ 原 発 政 策に つ い て ）  

脱 原 発 ・ 減原 発： 67% 

維持 ･増加    ： 24% 

 

上記の 調 査 結 果 よ り 、 脱 ・ 減 原 発 を 支 持 す る 国 民 割 合 が圧倒的 多 数

を 占 め 、場合 に よ っ て は９割 を 超 え る など、 脱 原 発 以 上 に 国 民 の 支 持

が 集 ま っ てい る こ と が 分 か る 。  

ま た 、 各 種 の 主 体 が 世 論 調 査 を 実 施 し て い る と こ ろ 、 実 施 主 体 の違

い に か か わ ら ず 、 い ず れ の 調 査 に お い て も 、 極め て 高 い 支 持 を 集 め て

い る 。 こ の こ と は 、 考え 方 や 思想の違い に か か わ ら ず 、幅広く 国 民 全

体 に お い て、 脱 原 発 が 支 持 さ れ て いる こ と を 示 して い る 。  

し た が っ て 、 上記の 調 査 結 果 か ら 、 福 島 原 発 事 故 以 前 に 安 全 と さ れ
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て い た 原 発 で あ っ て も 、 福 島 原 発 事 故 後 の 現 在 に お い て は も は や 安 全

と 判 断 す る こ と が で き ず 、 運 転 が許さ れ な い 原 発 が存在 す る こ と が 国

民 の共通認識と し て 定 着 し て い る こと が 明 ら か であ る 。  

こ れ か ら の 裁 判 所 は 、 既存の 原 発 の 安 全 性 を審査 す る際に は 、従 前

の許可実績や こ れ ま で に 重大 な 事 故 事例が な い こ と を も っ て 安易に そ

の 安 全 性 を認定 す る こ と は許 さ れ ず 、 そ の 安 全 性 を十分 に吟味す る こ

と が要求 され る こ と に な る 。  

 

３  新 た な安 全 管 理 体 制及びこ れ に 基 づ く 再 稼 働に 対 す る 反 対  

原 子 力 規 制委員会 が 発足し 、新 た な 規 制 基 準 も 策 定 さ れ た こ と か ら 、

現 在停止 中 の 原 発 の 再 稼 働 が 現 実味を帯びて き た 。 こ れ を 受 け 、 ２ ０

１ ３ 年 以 降 、 各 種 世 論 調 査 に お い て も 、 新 た な 安 全 管 理 体 制 や こ れ に

基 づ い て 原 発 を 再 稼 働 す る こ と の賛否を問う 質問が 行 わ れ る よ う に な

っ た 。  

そ の 結 果 、 国 民 の 多 数 が 、 新 た な 規 制 基 準 や そ れ に 基 づ く 原 子 力 規

制委員会 の 安 全審査 に よ っ て は 原 発 の 安 全 が 確保 さ れ ず 、 こ れ に よ っ

て 安 全 が確認さ れ た と さ れ る 原 発 の 再 稼 働 に つ い て も 反 対 し て い る こ

と が 明 ら かに な っ た 。  

具 体 的 に は次の と お り で あ る 。  

【朝日 新 聞】  

 ①２ ０ １３／０７  

（川内 原 発の 運 転 再開に つ い て ）  

賛成： 23% 

反 対： 59% 

（今後 原 子力 発 電 は 安 全 な も の に でき る か ）  

安 全 な も のに で き る      ： 25% 
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人 の手に負え な い危険性 が あ る： 63% 

②２ ０ １ ４／０ ３  

（ 福 島 第 一原 発 以 外 の 原 発 で も 大 きな 事 故 が起こる 不 安 ）  

  大 い に感じ る： 86% 

  感じ ない   ： 12% 

【北 陸 中 日新 聞】  

 ①２ ０ １５／０ ４   

（ 福 島 第 一 原 発 事 故 を教訓 に 定 め た 規 制 基 準 に適 合 す る と 判 断 さ

れ た 原 発 の再 稼 働 ）  

      賛成： 31.6% 

反 対： 58.4% 

  ②２ ０ １ ３／０ ３  

（今後 再 稼 働 後 に 福 島 原 発 事 故 と同程度の 事 故 の 発 生 に つ い て ）  

起こ る ・ 多分起こ る     ：79.7% 

起こ ら な い・ 多 分起こ ら な い：19.4% 

    ③２ ０ １ ３／０５   

    （ 原 発 の 安 全 対 策 ）  

      信 頼 で き な い：73% 

      信 頼 で き る  ： 25% 

    ④２ ０ １ ４／０ ４  

    （ 福 島 原 発 事 故 の 国 や 電 力 会 社 の 安 全 対策 ）  

      信 頼 で き な い：72% 

      信 頼 で き る  ： 24% 

   【毎 日 新 聞】  

  ①２ ０ １ ３／０７  

  （ 規 制基 準 を満た す 原 発 を 再 稼 働 させるべき だ と 思 う か ）  
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思 う   ： 37% 

思 わ な い： 53% 

    ②２ ０ １５／０ １  

    （川内 原 発 が 再 稼 働 す る見通 し の 中 、 再稼 働 に つ い て ）  

      賛成：36% 

      反 対：54% 

   【読売新 聞】  

 ①２ ０ １３／１ １ 、 ２ ０ １ ４／０ ３  

（ 安 全 性 を確認し た 原 発 の 再 稼 働 方 針 に つ い て ）  

賛成： 32%、 36% 

反 対： 59%、 57% 

   【科学（雑誌）】  

    ①２ ０ １ ３／０ ３  

（ 各 地 の 原発 が 再 稼 働 し た際に 、福 島 原 発 事 故 と同程度の 大 事 故 が

発 生 す る可能性 に つ い て ）  

起こ る ・ たぶん起こ る     ： 79.7% 

起こ ら な い・ たぶん起こ ら な い： 19.4% 

（ 国 の 安 全管 理 を 信 頼 し て い る か ）  

大 い に ・ ある程度信 頼 し て い る  ： 33.6% 

あ ま り ・ まっ た く 信 頼 し て い な い：63.7% 

②２ ０ １ ３／０ ８  

（ 各 地 の 原 発 が 再 稼 働 し た際に 、 福 島 原 発 事 故 と同程度の 大 事 故

が 発 生 す る可能性 に つ い て ）  

起こ る ・ たぶん起こ る     ： 81.2% 

起こ ら な い・ たぶん起こ ら な い： 18.3% 

（ 国 の 事 故対 策 に つ い て ）  
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全 く ・ あ まり で き て い な い：90.9% 

ほぼ・十分       ： 8.3% 

【NHK】  

   ①２ ０ １ ３／０ ３ 、 ２ ０ １ ３／１ １／３ ０～１ ２／０ ８  

   （ 原 発周辺住民 に影響の及ぶよ う な 事 故 が 発 生 す る 不 安 ）  

     大 い に ・ あ る程度感じ てい る  ： 89.2%、 86.7% 

          あ ま り ・ ま っ た く感じ てい な い：9.0%、 13.1% 

   （ 国 の 安 全 管 理 に つ い て ）  

     大 い に ・ あ る程度信 頼 して い る  ：33.6%、27.9% 

     あ ま り ・ ま っ た く 信 頼 して い な い：63.7%、71.6% 

   ②２ ０ １ ３／０ ８  

   （ 原 子 力 の利用に つ い て ）  

     人間は 安 全 に利用で き る      ：30.6% 

     人間は 安 全 に利用す る こと は で き な い：68.2% 

   ②２ ０ １ ４／１ １  

   （川内 原 発 再 稼 働 ）  

     反 対：57% 

     賛成：32% 

 （ 福 島 原 発 事 故 を 受 け て 制 定 さ れ た 新 し い 規 制 基 準 に適合 し た 原

発 で も 、住民 が避難す る よ う な 事 故が起き る お それ ）  

      大 い に ・ あ る程度あ る ：81% 

      ほとんど・ ま っ た く な い：10% 

【TBS】  

 ①２ ０ １ ４／０ ２  

 （ 政 府 が 安 全 性 を確認し た 原 発 の 再 稼 働 に つ い て ）  

   賛成：35% 
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   反 対：54% 

 ②２ ０ １ ４／０ ８  

 （ 規 制委員会 が川内 原 発 は 規制 基 準 に適合 し て い る と 判 断 し た が 、

川内 原 発 の再 稼 働 に つ い て ）  

賛成：34% 

反 対：55% 

    ③２ ０ １ ４／０ ８ 、 ２ ０ １５／０ ３ ・ ０５・ ０６・ ０７  

    （ 規 制委員会 が 安 全 基 準 に適合 す る と 判 断 し た 原 発 の 運 転 を 再開

す る と の 政府 の 方 針 に つ い て ）  

賛成：37%、 35%、 34%、35%、33% 

反 対：54%、 57%、 57%、56%、58% 

【FNN】  

 ①２ ０ １３／０ ３ ・ ０９・ １ ０ 、 ２ ０ １ ４／０１ ・ ０ ２ ・ ０ ３  

 （ 安 全 性 が確認さ れ た 原 発 の 再 稼 働 ）  

   賛成：38.5%、38.7%、 32.9%、 35.7%、 39.3%、38.4% 

   反 対：54.8%、54.0%、 60.2%、 56.9%、 52.9%、52.7% 

②２ ０ １ ４／０６  

（ 原 子 力 規制委員会 に よ り 、世界で最も厳し い とさ れ る 安 全 基 準 に

適合 す る と認め ら れ た 原 発 の 運 転 再開）  

賛成：36.1% 

反 対：56.2% 

    ③２ ０ １ ４／０７  

    （川内 原 発 が 新 規 制 基 準 に適合 す る と 判 断 さ れ 、秋に も 再 稼 働 の

見通 し だ が 、 規 制委員会 に 安 全 基 準 に 適合 す る と認め ら れ た 原

発 の 再 稼 働に つ い て ）  

      賛成：39.5% 
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      反 対：52.8% 

    

上記の 調 査結 果 よ り 、国 民 の ８ 割 か ら９割程度と い う圧倒的 多 数 は、

現 在 の 安 全 管 理 体 制 で は 、 再 び福 島 原 発 事 故 の よ う な 大 事 故 が 発 生 す

る と考え て い る こ と が 分 か る 。 ま た 、 国 や 電 力 会 社 の 安 全 対 策 に つ い

て も 、 ８ 割 も の 国 民 が 不 十分 又 は 信 頼 で き な い と考え て い る こ と が 分

か る 。  

さ ら に 、 現 在 の 安 全 管 理 体 制 で は 、 福 島 原 発 事 故 を 受 け て 新 た に 制

定 さ れ た 規 制 基 準及びそ れ に 基 づ い て 安 全 性 が確認さ れ た と し て も 、

原 発 再 稼 働 に 反 対 と の回答が５割 か ら ６割程度と な っ て い る 。ほとん

どの 調 査 に お い て 、再 稼 働賛成よ り も 20 ポイント以 上 も 上回る 結 果 と

な っ て い る 。 つ ま り 、 国 民 の 多 数 が 、 国 の 安 全 基 準 で は 安 全 性 が確保

さ れ て い な い と考え て お り 、 こ れ に 基 づ く 原 発 の 再 稼 働 も許さ れ な い

と考え て いる こ と が 明確に な っ て い る 。  

ま た 、 原 子 力 規 制委員会 の審 査 が 実際に 進 み 、川 内 原 発 の 再 稼 働 が

現 実 的 に迫っ て き て も こ の傾向 に変化は見ら れ なか っ た 。こ の こ と は 、

国 民 の 反 対 が 、単な る抽象論 、印象論 で は な く 、 実際の 安 全審査 の 内

容 や 状 況 を見た 上 で の 、 具 体 的 事 実 に 基 づ い た 判 断 で あ る こ と を 示 し

て い る 。  

ち な み に 、 原 発 再 稼 働 に 関 す る質問で は 、 反 対 が ５割 か ら６割程度

と 多 数 を 占 め て い る は い る も の の 、 安 全 対 策 や 再 び福 島 原 発 事 故 の よ

う な 大 事 故 が起こ る 不 安 を感 じ て い る 割 合 に 比較 す る と 、 そ の 数 が少

な い と も い え る 。 し か し こ れ は 、質問 の 内 容 が非常に 誘導 的 な も の で

あ っ た こ とが 関 係 し て い る と考え られ る 。例え ば 、質問の 前 提 と し て 、

「（ 国 や 規 制委員会 に よ っ て ） 安 全 が確認さ れ た 原 発 の…」「 世界 で最

も厳し い と さ れ る 安 全 基 準 に 適合 す る と認め ら れ た 原 発 の …」 と い っ
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た 、賛成回答へと露骨に誘導す る よ う な文言が用 い ら れ て い る 。 こ れ

に よ り 、 反 対 の 割 合 が比較的 少な く な っ た も の と 考え ら れ る 。 そ う す

る と 、賛成への誘導 的質問で あ っ た に も か か わ ら ず半数 以 上 が 再 稼 働

に 反 対 し た と い う 結 果 か ら は 、 国 民 の 現 在 の 安 全 対 策 に 対 す る 大 い な

る 不 信 と 再 稼 働 反 対 への 強固 な 支 持 が存在 す る こ と が 明 ら か に な っ た

と い うべき で あ る 。  

以 上 よ り 、 国 民 の間で は 現 行 の 安 全審 査 に よ っ て は 原 発 の 安 全 性 が

確保さ れ て い な い と の認識が 多 数 を 占 め て い る こ と が 明確 に な っ て い

る 。 社 会 的 に 受 容可能な 危険 の程度は 国 民 の 社 会 通 念 に よ る し か な い

こ と か ら す る と 、 現 行 の 安 全 管 理 体 制 は 、 国 民 の 社 会 通 念 が 求 め る程

度よ り も相当に 低 い 、 す な わ ち 安 全 を確保す る も の で は な い と言わざ

る を え な い。  

し た が っ て 、 裁 判 所 が 原 発 の 安 全 性 を 判 断 す る際 に は 、 現 行 の 原 発

の 安 全 管 理 体 制 が 国 民 か ら 信 頼 さ れ て お ら ず 、 国 民 の 社 会 通 念 が 求 め

る 安 全 性 の レベルよ り も相当に 低 い レベルの 安 全 性 し か担保し て い な

い こ と を 前 提 と し な け れ ば な ら な い 。  

  

４  高浜原発 ３ ・ ４ 号機再 稼 働 差 し 止 め仮処分決定 に 対 す る 支 持  

   【日 本 テ レ ビ】  

    ①２ ０ １５／０ ４  

    （ 福井地 裁 が 新 規 制 基 準 で はゆる すぎて 安 全 性 が十分 で は な い な

どと し て 高浜原 発 の 運 転 再開を認め な い と す る仮処分決定 を し

た こ と に つい て ）  

      支 持 す る  ：65.7% 

      支 持 し な い：22.5% 

【FNN】  
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 ①２ ０ １５／０ ４  

    （ 福井地 裁 が 高浜原 発 ３ ・ ４ 号機の 再 稼 働 差 し 止 め仮処分 を決定

し た が 、 政 府 が 、 規 制委員会 が 安 全 性 を確認し た 原 発 の 再 稼 働

を 進 め る 方針 を変え な い と し て い る こ と に つ い て ）  

      賛成：31.0% 

      反 対：60.9% 

 

国 民 の６割 以 上 は 、 新 規 制 基 準 に よ る 安 全審 査 を 否定 し た 福 井地 裁

決定 を 支 持 し て い る 。 そ の 一 方 、 こ れ を無視 し て 新 規 制 基 準 に よ る 安

全 性確保だけ で十分 と す る 政 府 の 方針 に 反 対 し てい る 。  

社 会 通 念 の根源が 国 民 の認識に あ ると こ ろ 、上記の 調 査 結 果 か ら は 、

再 稼 働 を 進 め る 政 府 の 方 針 は 国 民 の認識に 反 す る 一 方 で 、 福 井地 裁 の

決定 こ そ が国 民 の認識に適う こ と が明 ら か に な って い る 。  

そ の 判 断 が 社 会 通 念 に 基 づ か な け れ ば な ら な い 裁 判 所 と し て は 、 こ

の よ う な 国民 の認識を無視す る こ とは許さ れ な い。  

 

第 ３  結語  

福 島 原 発 事故 以 前 よ り い く つ か の 裁 判例に お い て、「 社 会 観 念 上無視

し う る危険の許容限度を想定 す る こと が可能か つ必要で あ る 」（仙台高

等裁 判 所 平成 １ １ 年 ３ 月 ３ １ 日 判決）と か 、原 発 の 安 全 性 に つ い て「放

射線、放射性物質の 環境への 排出を可及的 に 少な く し 、 こ れ に よ る災

害発 生 の危険性 を 社 会 通 念 上無視し う る程度に小さ な も の に た も つ こ

と を 意味する も の で あ る」（ 名古屋高 裁 金 沢 支 部 平成 ２ １ 年 ３ 月 １ ８ 日

判決） などと 判 示 さ れ 、相対 的 安 全 性 と言わ れ る 判 断 を 示 す 判 決が 存

在 し て い る。  

原 告 ら は こ の よ う な 相対 的 安 全 性 と い っ た考 え 方 を是認す る も の で
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は な い が 、例え相対 的 安 全 性 に 基 づ い て 判 断 す る と し て も 、 そ こ で言

及さ れ る とこ ろ の「 社 会 通 念 」や「 社 会 観 念 」と い う も の は変遷す る 。

そ し て 、 福 島 原 発 事 故 と い う 未曾有の 事 故 を 経験 し 、「 原 発 の 安 全 性 」

に 関 す る「 社 会 通 念」「 社 会 観 念 」が変化せざる を得 な か っ た こ と は誰

も否定 で き な い と こ ろ で あ る 。今回の 各 種 世 論 調 査 の 結 果 は 、 こ の 福

島 原 発 事 故を 経験し て変化し た と こ ろ の「 社 会 通 念 」「 社 会 観 念 」が 反

映さ れ て いる の で あ る 。  

 「 社 会 通 念 」「 社 会 観 念 」を 前 提に し た 判 断 を 求 め ら れ る 裁 判 所 に お

い て は、福 島 原 発 事 故 前 の「社 会 通 念 」「 社 会 観 念 」では 福 島 原 発 事 故

と い う 未曾有の 事 故 を防 げ な か っ た と い う 事 実 を 真摯に 受 け 止 め な け

れ ば な ら な い 。 そ し て 、 再び同様 の 事 故 を 生 じ させな い た め に 、 福 島

原 発 事 故 後に 新 た に形成 さ れ 、各 種 の 世 論 調 査 に顕れ て い る と こ ろ の、

現 在 の「 社 会 通 念 」「 社 会 観 念 」を前 提 と し た 判 断 を し な け れ ば な ら な

い 。  

以  上  


